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第11回冬季学術集会のご案内

第33回学会大会開催予告
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１．期　日：2024年２月17日㈯
２．場　所：大阪経済大学�大隅キャンパス（阪急京都線「上新庄」駅より徒歩15分，大阪メトロ今里

筋線「瑞光四丁目」駅から徒歩２分）
３．形　式：対面
４．参加費：無料
５．冬季学術集会参加申込方法：学会HPの第11回冬季学術集会参加申込フォームより2024年２月13日

㈫17時（厳守）までにお申込ください.
６．ランチタイム企画参加申込方法：学会HPの第11回冬季学術集会参加申込フォームの「ランチタイ

ム企画」を選択して2024年１月29日㈪正午（厳守）までにお申込みください.
７．リサーチ・カンファレンス2024発表申込方法：学会HPのリサーチ・カンファレンス2024発表申込

フォームより2024年１月12日㈮�17時（厳守）までにお申込みください．発表される方は冬季学術
集会参加申込も併せておこなってください.

８．主なコンテンツ（予定）
１）リサーチ・カンファレンス2024�※午前開催
　　詳細につきましては次ページをご参照ください．
２）�ランチタイム企画
　　�お昼休みの時間にお弁当を食べながら，参加学生相互の情報交換，交流を深めることを目的として

います．研究発表をする人もしない人も，どなたでも参加でき，毎年多くの学生が参加をしています．
３）冬季学術集会シンポジウム　※午後開催
　〈テーマ〉スポーツ産業×DX　※詳細は調整中

「スポーツ産業」，「DX」をキーワードに今，現場で何が起きているのか，今後，どのような変化
が起こりうるのか．スポーツ産業×DXによる新しいアイデアやビジネスモデルの議論に加え，そ
れらを生み出す仕組みづくり（事業開発プラットフォーム）の観点からの議論も試みたい.

４）理事会

・リサーチ・カンファレンス2024について………………………………………………………………………２
・スポーツ政策会議（SPJ）2023開催報告�………………………………………………………………………２
・スポーツ産業アカデミー開催報告�………………………………………………………………………………４
・事務局より�…………………………………………………………………………………………………………５
・『スポーツ産業学研究』原稿募集� ………………………………………………………………………………６

―――――――――――――◇も　く　じ◇―――――――――――――

　第33回学会大会は，次の予定で開催されますので，ご準備の程よろしくお願いいたします．
〇期日：2024年７月６日㈯，７日㈰
〇会場：東洋大学赤羽台キャンパス（東京都北区赤羽台１－７－11）
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　リサーチ・カンファレンスは，専門学校生，短
大生，大学生，そして大学院生が「学生らしく」
研究の成果を報告するセッションです．皆さんの
フレッシュでエネルギッシュな発表を数多くお待
ちしています.
〇参加資格・区分

◦若手研究者セッション：大学院生（前期課程・
後期課程）

◦卒論セッション：学部４年生
◦ジュニアセッション：学部１〜３年生，短大

生・専門学校生
※事例研究（Case�Study）発表も可能です．

〇�若手研究者セッション，卒論セッション，ジュ
ニアセッション，それぞれにおいて審査員が評
価し，優秀研究に対して各部門の賞が授与され
ます.
※受賞対象となるのは，発表申込時に冬季学術

集会参加申込をした人のみとなります.
〇�発表申込方法：学会HPリサーチ・カンファレ

ンス2024発表申込フォームよりお申込くださ
い．

〇発表申込期限：2024年１月12日㈮�17時（厳守）

〇発表要旨提出期限：2024年１月19日㈮�17時（厳
守）（開催当日配布の要旨集原稿）

〇若手研究者セッション，卒論セッション，ジュ
ニアセッション要旨

　A4用紙２枚，発表要旨書式を学会HPリサーチ・
カンファレンス2024よりダウンロードして使用

〇リサーチ・カンファレンス2024発表要旨提出方
法：学会事務局宛（jssi@spo-sun.gr.jp）に添
付ファイルにて提出

〇発表当日までに用意する資料
　プレゼンテーション用ppt

※プレゼンテーション時間は若手研究者セッ
ションが12分発表，５分質疑

　卒論セッションおよびジュニアセッションは
10分発表，３分質疑を予定

〇表彰
　◦審査対象：発表要旨・研究発表
　◦表彰のカテゴリー：
　　　若手研究者セッション：大学院生
　　　卒論セッション：学部４年生
　　　�ジュニアセッション：学部１〜３回生・短

大生・専門学校生

リサーチ・カンファレンス2024について

　2023年大会（10月28日㈯，29日㈰）は過去最大
規模となる24大学・61チーム・314名の学生が参
加し，新型コロナウイルス感染症に伴う行動制限
撤廃後，初めての開催となりました．発表会場で
は学生間で活発な議論がなされ，久しぶりの実施
となった懇親会では多くの学生の溌剌とした表情
が見られました．最優秀賞は，立教大学松尾ゼミ
チームＢの「聴者と聴覚障がい者の架け橋プロ
ジェクト〜『手話エク』でコミュニケーションの
壁を越えて〜」が受賞しました．
◦参加チーム数：61チーム（内，完全オンライン

参加：２，対面＋オンラインのハイブリッド参
加：１）

◦参加大学数：24大学（内，完全オンライン参加：
１校，対面＋オンラインのハイブリッド参加：

１校）
◦参加学生数：314名
■最優秀賞
◦立教大学�松尾ゼミチームB

「聴者と聴覚障がい者の架け橋プロジェクト〜『手
話エク』でコミュニケーションの壁を越えて〜」
■優秀賞
◦�明治大学�澤井研究室Ｄ班（スポーツと民主主

義）
「スタジアムに投票所を－若者の投票率を上げる
ために－」
◦東海大学�秋吉ゼミ

「子どもの貧困を救え！〜スポーツで新たな居場
所づくりを〜」
◦一橋大学�岡本ゼミ�チームＰ

スポーツ政策学生会議（SPJ）2023開催報告
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「『ウェルスポ交流会』の提言－不登校児童生徒の
社会的自立を支援するために－」
◦亜細亜大学�石黒ゼミＡ

「『スポファミ』プロジェクト〜アスリートの競技
と育児の両立を目指して〜」
◦亜細亜大学�石黒ゼミＣ

「地域スポーツの現状を学生の力によって変え
る！－『する・みる・ささえる�スポサポ！』－」
◦明治大学�後藤ゼミＡ

「スポーツを通じたオーバーツーリズム対策と観
光振興による地域活性化〜魅力沢山・白山・分散
プラン〜」
◦一橋大学�岡本ゼミチームＳ

「スポーツを用いた子どもたちの居場所づくり－
オンライン・対面併用イベント『ジモート・スポー
ツ・コンテスト』－」
■協賛社特別賞
〇笹川スポーツ財団賞
◦一橋大学�岡本ゼミチームＭ

「ウォーキングツーリズム×物語」で地域活性化�
〜地域への愛着形成と再訪を目指して〜」
〇FORUM８デジタル賞
◦神奈川大学�大竹ゼミナールチームC

「宇宙×スポーツ－宇宙産業の発展に向けて－」
〇協栄賞
◦�びわこ成蹊スポ―ツ大学�明ゼミ�SPJチーム〜

TEN〜
「こどもに運動習慣を根付かせるために－Ｊクラ
ブのホームタウン活動を活用して－」
〇PwCコンサルティング賞
◦中央大学�フォレゲの民よ

「ホームのスタジアム運営において生起する感謝
感情の効果に関する実証的研究〜サッカークラブ
の組織成員を調査対象として〜」
■特別賞
◦亜細亜大学�石黒ゼミＢチーム

「スポーツチームにおけるボランティアのあらゆ
る形での『報酬』〜有形の報酬と無形の『報酬』〜」

◦東海大学�大津ゼミ
「スポーツ競技団体の変革を目指して〜情報共有
アプリを活用した『意識×行動』への行動変容〜」
◦山口大学�西尾ゼミＣチーム

「ウォークラリーで水害からの安全確保を」
◦立命館大学�Beyond�Borders

「『スポーツ情報』×『Access!�Learn!�Exploit!』－学
生アスリートの競技パフォーマンスの向上に向け
て－」
◦一橋大学�岡本ゼミ�チームＧ

「Dance�Unites�Us�All－障碍者スポーツ施設によ
る障碍児向けダンス教室の定期開催－」
◦帝京大学�大山ゼミ

「もしスポーツ少年団の指導者たちがマルチス
ポーツの組織づくりをやってみたら〜“異種競技
チーム関係者たちの横断型組織”がもたらしたベ
ネフィットとは〜」
◦山口大学�西尾ゼミチームＢ

「足湯で広がるコミュニティ〜誰もが行きたくな
る世界に１つだけのスタジアム〜」
◦東洋大学�山下ゼミチームＢ

「スポーツを通じた仕事体験－外国にルーツをも
つ子どもたちの学習意欲向上を目指して－」
■学生投票結果
第１位
◦立教大学�松尾ゼミチームＢ

「聴者と聴覚障がい者の架け橋プロジェクト〜『手
話エク』でコミュニケーションの壁を越えて〜」
第２位
◦東海大学�秋吉ゼミ

「子どもの貧困を救え！〜スポーツで新たな居場
所づくりを〜」
第３位
◦�明治大学�澤井研究室Ｄ班（スポーツと民主主

義）
「スタジアムに投票所を－若者の投票率を上げる
ために－」
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※日　時：2023年10月10日㈫�18：00〜19：30
■テーマ：�「デフスポーツとテクノロジー－デフ

スポーツの今，そして展望－」
■登壇者：�設楽明寿氏（筑波大学大学院�図書館

情報メディア研究科�博士後期課程）�
■会　場：Zoomウエビナー
■参加者数：15人/参加申込者数：12人

※日　時：2023年11月14日㈫�18：00〜19：30
■テーマ：�「徳島における「ｅスポーツ」の現在

地」
■登壇者：�加藤貴弘氏（徳島ｅスポーツ協会エグ

ゼクティブアドバイザー，徳島県�国
保地域共生課長）�

■会　場：Zoomウエビナー
■参加者数：11人/参加申込者数：19人

※日　時：2023年12月12日㈫�18：00〜19：30
■テーマ：�「“ｅスポーツと私の出会い，そしてこ

れから”」
　　　　　�全国高校ｅスポーツ選手権によって日

本の教育界はどのように変革したの
か！〜その核心推進者が語るｅスポー
ツの教育的意味と今後の展望〜

■登壇者：�前田雅尚氏（株式会社サードウェーブ�
取締役　最高ｅスポーツ責任者（CeSO）�
常 務 執 行 役 員， 株 式 会 社E5esports�
Works　代表取締役社長，特定非営利
活動法人　ナセフジャパン　理事）

■会　場：Zoomウエビナー
■参加者数：15人/参加申込者数：20人

スポーツ産業アカデミー開催報告
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〈シクミネットについて〉
　2021年４月より会員管理・入金管理システムであるシクミネット（https://shikuminet.com/）を導入
して３年目となりました．システム導入・継続にあたり多大なるご協力を賜り，心より御礼申し上げます．

　正会員，学生会員の皆様には以下の内容について当該システム上の「マイページ」よりお手続きをお願
いします．
◦登録情報の編集
◦年会費の支払い
◦当学会主催イベントへの申し込み，入金

　尚，年会費の支払い方法につきましては変更可能ですので，ご都合の良いお支払方法をご選択ください．
決済方法はいつでも変更可能ですが，マイページ「ご請求・お支払い情報」で「決済中」となっているご
請求がある場合は，このご請求の決済完了後から，変更可能となります．
　クレジットカード決済をご選択されている場合，マイページの「ご請求・お支払い情報」ページ中，「お
支払い履歴」一覧の一番右にあります「領収書」より，領収書の発行が可能です．こちらをご活用くださ
い．但しこの場合，領収書の発行者が「しゅくみねっと株式会社」になります．学会発行の領収書が必要
な場合は事務局までご連絡ください．

　まだログインお手続きがお済でない会員の皆様は，早めのお手続きをお願いいたします．
本学会の銀行またはゆうちょ口座へ直接お振込みをご希望の方は，事務局までご一報ください．
その他ご不明な点等ございましたら，下記までお問い合わせください．
◦システムに関して：シクミネット　info-jssi10023@shukuminet.com
◦その他：日本スポーツ産業学会事務局　jssi@spo-sun.gr.jp

〈学会事務局〉
　現在事務局はリモートワーク中ですので，お問い合わせ等ございましたら事務局宛（jssi@spo-sun.
gr.jp）にメールでご連絡くださいますようお願いいたします．

〈新会員紹介のお願い〉　
　日本スポーツ産業学会の会員数は，現在，個人会員が約700名，賛助会員が14団体，法人会員が10団体
です．
　本学会は，設立理念にもありますように，産業界，学界，官界と幅広い分野から会員を募り学会活動を
進めています．学会の趣旨に賛同し，ともに研究を進める仲間を募っています．ご紹介頂ければ幸いです．
　　◦個人会員：学会HPご入会のご案内　�https://jssi.shikuminet.jp/
　　　　　　　　　「会員登録申請」よりお手続き願います．
　　◦法人会員・賛助会員：事務局（jssi@spo-sun.gr.jp）までご連絡願います．

事務局より事務局より
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「スポーツ産業学研究」原稿募集
　「スポーツ産業学研究」の原稿を募集します．奮って寄稿されるようご案内致し
ます．
１．原 稿 の 種 類　フォーラム，原著論文（総合研究，理論研究，事例研究，調

査研究），研究ノート，書評，アゴラなど．
２．原 稿 の 採 否　編集委員会により投稿分類の妥当性および査読の可否を判定

した後に査読委員が選ばれ査読が依頼される．その査読結果
をもとに編集委員会は原稿の採否を決定し，その結果を投稿
者に通知する．

３．提出する原稿　メールの添付ファイル（ワードかPDF，図表はエクセル可）で
送付のこと．

４．論文の送付先　〒202-0021　東京都西東京市東伏見２丁目７番５号
　　　　　　　　　　　　　　　早稲田大学75－２　体育教室棟301号室
　　　　　　　　　　　　　　　早稲田大学スポーツビジネス研究所内
　　　　　　　　　　　　　　　日本スポーツ産業学会編集委員会
５．執 筆 方 法　「スポーツ産業学研究」投稿規定（学会ホームページ）を参照．
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